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エレベータ用油塵緩衝器について

宮 本 忠 博せ 高 橋 達 男槌溶

On the OilBuffer of Elevators

By Tadahiro Miyamoto and Tatsuo Takahashi

Taga Works,Hitachi,Ltd.

Abstract

Elevator mustbe equlpped with various safety devices bylaw toimprove

reliability.

OilBufferisanimportant device of them,

Characteristics which OilBuffer must haveis provided strictly by〃Ameri-

can Standard Safety Code".

On=HitachiOilBuffer‖we havediscussed fundamentally onits design and

testedstrictlyinconformitywiththecode mentionedabovebyspecialtesting

apparatusin our shop.

As the result,We-haveconfirmed to come up to HAmerican Standard Safety

Code=.

Now,the safety of=fIitachiElevator"has been appreciated more highly.

Authors willexplain here the testing method andits results of our Oil

Buffer.

[Ⅰ]緒 盲

エレベータはその安全性を高めるために､種々なる安

全装置を壁;備する必要がある｡其の中一股むこ最も関心を

持たれるものは､かごの 下に封するものである｡

これには､調達磯を用いヽ高一かごが何等かの原因で定

格速度より一定の割合だけ過達した場合には､直ちに調

速機スイッチを働かせて牽引電動機を急停止させると同

時にかごに附属した安全機構を働かせてガイドレrルを

把握し､かごを安全に停止させる様になっている｡

かごが降下をつゞけ､もし最下階の階床を通過した場

合には､その直後に於て､制限スイッチ終端行過ぎ防止

用スイッチ等によりかごを停止させ､昇降路床吾郎こは達

したい様になっている｡しかし最悪の場合､蔦一このス

碁 淡溝
日立製作所多賀工場

イツナが切れなかった時にほ､かごは其のまゝ降下を繚

け､途に昇降路底部に達する｡その場合に衝撃を綬和さ

せる目的を以て､緩衝器:を設けてある｡

此の装置lこは箸條緩衝許と官由匪緩衝署の二項顆があ

る｡前者はかごの定格速度が65m/min以下の場合に限

り適用され､この速度を超えるものに封しては油墜綬衝

器を使用しなければならない事lこなっている｡(東京都

昇降機安全條令)

我国に放ては現在エレベータ用油墜緩衝器として具備

すべき性能について明確な演義がないが､米国に於ては

早くから｢アメリカンスタソ〆⊥ドセーフティコード｣な

る詳細にしてしかも厳重な検査親嚢が設けられている｡

日立エレべ一夕用油匿綬蘭器ほすべて､この親格に合

格する様に設計されたものであるが､今般特殊の試験装

置を設備し､この規定に準濾しで試験を行った結果良好･

､
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な成績を収めたので､その結果を語義する｡

[ⅠⅠ]『アメリカンスタンダードセーフティ

コード』(l)による油昼緩衝器の検査規定

■｢アメリカンスタンダードセーフティコード｣に於ては

1921年に早くもエレベータに関する安全規則を法浄化

しているが､その中で拍歴程衝器に関するものは下記の

様iこ定められている｡

第201條｢かご並びに平衡重錘用緩衝譜｣

a)かごの速度200f亡/min以上のエレベータに於て

ほ油墜緩衝器を設けること｡

蓮磯作儲感度で油魔涙衝器に接親し､それか

ら平均減速度32･2ft/sec2(g)を以て減達して停止する

に必要なだけの長さを授衡行程の最少限度とすること｡

減速中に於ける最大減速皮は2.5gを超えてはならない｡

b)油阪綬蘭書掛まその中に入れた油の量を京す油面計

を備えること｡

C)油医緩衝器ほかごの中心に封し封覇の位置に指付

けること｡

d)省略(重錘用緩衝器に関する親薫)

e)かごに定格荷冤を積み定格速度の1/2上しとの速度

で在席器に突き雷てヽ現地試験を行うこと｡

f)型式承 試除は▲~F記の瓢こついて雷局の指定する

試験間に於て行うこと｡

減速度試験

油洩れ試験

泡立ち試験

第1表 油歴

落 下 距 離

A

街容減

4)プランヂャ復蕗試験

5)■ プランヂャの横方向遊び測定

1)減速度試駿

緩衝誇をシリンダ軸が垂直になる様に通常な基礎の上

に据付ける｡しかる後メーカ←ぺこよって供給された油を

入れる｡かごを第l表に示す二穏類の異った高さからそ

のガイドレールに沿って自由落下させる｡かごの行程を

ドラム式クロノグラフか或は精密な目盛を施したテープ

を焉眞に撮影することに依り正風･こ記録する｡何れの方

法に於ても時間の讃みには0･005砂場上の誤差を許さな

い｡

時間→行程 曲線よりかごの速度並びに減速度を計算

してグラフを描く｡A-1,A-2,B→1,B-2,試験に

於てかごの減速度は1一/25秒以上iこ亙って 2.5gを超え

てはならない｡A-3,B-3,試験は単に異常状態を検

査するために記 するのである｡

上記の試験終了後に於て緩衝譜の何れの部分にも歪及

び故障を起してはならない｡

2)ざ由洩れ 験

太試験は上記減速度試験と同相こ行うこと｡試験に先

立ち油面を正確に記鎖する｡1同試験する毎に緩衝器を

したまゝ5分間放置すること｡6種の試験(3珪の

荷 及び2種の連 )薙全部終った後で緩衝器が伸びた

状態のまゝ30分間放置して油をタンクヘ戻L､更に油

中に混入した基気を完全に逃がす様にする｡その後再び

油面を検査する｡その結果試験前と比較Lて綬衝浩行程

の300n皿について1,6mm以上の油面低下があって

皮試験計意表

絶重畳(籠重畳+積載詫景)

定格最小重量(積載重量写の場合).

定格最大 景(積載

定格最大重量の110ク占

綬衝器行程24〝以下……0.51s

24〝一30〝‥‥0.56s

30〝以上…･0.64s

定格最小重量(横載

定格最大

量最大の場合)

量寄の場合)

量(積載重量最大の場合)

定格最大重量の110%

註←Sはかどをその距離から落下せしめて掟衝碁に接偏する瞬間に於ける速匿が､其

のエレベータの調速機作働速度に等しくなる様な距離である｡

はならない｡

3)泡立ち試験

油医緩衝器の行礎に等し

い距離だけかごを落下ざせ

た時､緩衝器を全医するに

要する時間を寛眞､クロノ

グラフヽ又ほ臼働記銘装置

lこより正確に記録する｡時

間の記銀は出来るだけ正確

で れが少なく､0.01秒を
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蔑み頼り得るものでなければならない｡次にかごに牽引

用鋼索を付けたまゝ試験Bの約1/2の速度で1分間隔

を置いて10岡緩衝掛こ突普てる｡しかる後油の中に泡

が立つかどうかを調べる｡この試験で綬衝券の外側に泡

が出てはいけない｡この試験が終って鎮､直ちに緩衝券

行程に相督する足巨離からかごを自由落下させヽその行程

の時間を測る｡この第二同日の測定時間は泡立ち試験を

行う前に測定された時間の少くとも75ク右以上でなけれ

ばならない｡

4)プランヂャ復膵試験

荷重が除かれゝば綬密語は00砂以内に伸びきった状

態に戻らねばならない｡

5)プラソヂャ横方向の遊び測定

綬衝器ケースを固定してプランヂ十頂上の横方向の動

きを測定する｡この動きの1/2を緩衝器中心からの遊び

とし､この大きさほ緩衝器の行程300mmにつき1･6

m皿を超えてはならない｡

[ⅠⅠⅠ]油歴程衝器の構造

第一声=ま本試瞼に供した油匿緩衝希の構造の概略を示

す｡拭に京す に内筒と外筒とから成りヽ内筒は巌合面

を精密に仕上げて､これに噴価韓を工作したピストンを

精密に韻合せしめる｡ピストンの上部は伸びて中塞の軸

を形成し､蓋を貫通して上部に突出し､その頂上ほかご

に接触した場合の衝撃を綬和する様な装置になってい

る｡固ほ平常時の状態を示したものであるが､ビス1､ソ

は常に戻し蒙備によって一定の位置迄押し上げられてい

る｡又その時の油量ほオイルダーヂで正確に測定出来る

ようになっている｡作働時に放てはピストンが押し下げ

られて内筒の底部龍至る迄にかごの持つエネルギを吸収

しつゝ減速して停止する｡第2園はビスナンの構造を閲

読したものである｡ビスナンが作働し初める瞬間はビス

ナンの下端ほⅠ-Ⅰの位置にあり､全部の噴油薄より泊

が逃げ出しピストンが下り初める｡ピストンが内筒に疾

く入るに従って噴油詩の教が減少し油の噴出が次第に阻

止せられる｡ピストンのⅠⅠⅠ-ⅠⅠⅠ断面がⅠ【Ⅰの位置

迄下ると噴油涛の全部が塞がれるために噴油ほ止まって

評 論

常
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俸1囲 日立エレベータ用油歴贋衝溶構造陶

Fig.1Construction of OilBu魚er for

=HitacbiElevator".

∬｣訂ピストン桟断面

葬2固 日立エレベータ用油歴贋衝器ピストン構造固

作働直前に於ける状態

Fig.2･ConstructionofOilBu任erPiston&Cylinder

for =Hitachi■Elevator" Condition 拍st

before Operation.

ピストンは静止するに至る｡

[ⅠⅤ]油壷緩衝器の計算式について(2) ､
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抽匪緩衝器の緩衝教卒が最大となる様に常に一定値g

なる減速度を似てかごのエネ7レギを吸収するように設計

する｡以下計算に用うる諸畳を次のように定める｡

Q‥‥ビスナソに加わる全辞荷重kg

A…･ⅠⅠⅠ【IlI断面の面積cⅡl巴

α‥‥蒔1箇の断面積cm2

Z…･Ⅰ-Ⅰ断面の蒋の敏

之…･任意の断面ⅠⅠ-ⅠⅠにおける詰の数

ぶ･…有数ピ7･トン行程Cm

β-…ⅠⅠトⅠⅠⅠ横断面よりIL｣Ⅰ横断面に至る距離cm

p■･･■ピストンの滅速度 Cm/sec2

叫｢‥･時間foにおけるピストンの初速圧Cm/sec

V…･任意時間舌におけるビス†･ソの速度C皿ノsec

Po･‥･時間≠0におけるピストン下面の油歴 kg/cm芝

P‥‥時間舌におけるビスl､ソ下面の油匪k釘cm父

C‥‥噴油涛よりの油の流出に閲する係数(油の堕闇

速度り と油医Pとの問に‥P=叩㍉ なる脱

係がある)｡

噴油溝の面積は行程と共に欒化する｡即ちⅠ-Ⅰ断面

iこ於ける噴油蒔面積の絶和はgαでⅠⅠⅠ→ⅠⅠⅠ断面では

零である｡此の聞の平均噴油孔断面雛‡zαと仮定し
簡塁のためにピストンのどの断面に於ても満面横が一様

に言Zαと考える0このように考えればピストンの右
教師面積は

Po=

A一号Zαとなり如式が成り立つ｡

A_旦gα
3

師号
A_旦gα

3

Q(1+-㌃)
A-一一㌻gα
…………(1)

上武において石造の第一項ほQの謬荷重に依るもの､

第二項はQの動荷重に依るものである｡前述の様に行

程に無関係にp=ダとすれば､

Po=
2(～

A一旦gα
3

===……‥･……‥(2)

Po=P‥‥‥‥‥=…………………･(3)

次に P=Cγヂなる関係より､

(A
り(噴油帝よりの油の噴出速度)ニュー--

J一;:･･･l･

Zり ぐ

αZ

α
.g2

㌧
3

α
.､ノ

一軍-gα･Ivo3 ノ

…………(4)

…………(5)

…………(6)

(2),(3),(6)式より P｡を滑去すれは

Z勺が=C

=瑠(A一号zα)3

これを展開してZαに関する高次の項を無税すれば､

g雛塔(AS-2A2gα)
この=次方程式を解いて､

/中の第=項ほ第一項に比較して小さいからこれを無

祓すれば

Zα=一瑠A2十/塔A$‥･………(7)
預めC,里0,Q,Aを決定しておけば､この式からZα

を計算することが出来る｡従って帝数gをビス1､ン囲

周を分割するに適者な値を選べばαを算出することが

出来る｡

次に､ビストソは初適度γ｡を輿えた場合妹速度』で

滅速L拡適度が

ばならないから

ざ=で･･ご
2♂

J'.､′･

叉

になるた削こ必要な行程を持たなけれ

===…･､………………･(8)

(3)式に依り

､i＼､l

)?=(-‡プ
●

i-･) ･Il

‥

g g
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叉 γ0=/2ダぶ,V=/2占柑 であるから

/2ダぶ_/2β唱
ズ

､ご

ぶ g

ズミ
､こヱ

日 立二

芝1;………………(9)

蒋の長さエ=ざ-g=Sト(意)望卜……(10)
この式を以て辞の長さを計算すれば第3固に元すよう

ピストン展開 Z

弟3固 油塵綬衝器用ピストンの噴油解説明固

Fig.3 Explanation DiagramofOrifice ofOil

Bu仔er Pis†on.

に地物線状になる｡故に噴油前の平均断面積を

蛸
粟
繋
留

｣

‡ミ･だり
と慣雇したことは嘗を得ていると言い得る｡即ち

=j-‡;αエdg=一言-‡ニs(ト去g2)dz
=αト一之㌻･号1｡=α(g-一言)=÷gα

[Ⅴ]賛験の方法

第4匪に示す装置は今岡の油医務衝辞試験のために特

lこ設備したものであってヽ垂直に立てられた2太のレー

ルをガイドとし上下に運動出来る様にした重錘を置き､

その眞下中央に供試の油匪綬衝器を､そのビストソ軸が

垂直になる様に据付けた｡

重錘は種々なる重量のものを製作し､その組合せ万を

調整することにより路ミ目的の重量を得る様にした｡

重錘が落下して､緩衝器損部に接髄した時の速度が預

定の連動こなる様に落下距離を5=γ02/′2♂ によって算

評 論 第33巻 第2既

解4囲 油歴綬衝器試験装置

Fig.4 TestingApparatusofOilBufEer･

出しておき､その距離だけ錘を起重機により吊り上げた

吊り上げには引外し出来る特殊のフックを掛､､吊り上

げ後このフックを外すことによって重錘を自由落下させ

た｡一方､同期 動機に直結されたクロノグラフドラム

の上に方眼紙を巻き､これを同綺軸が垂直になる楓･こ立

てる｡重錘の下端に固定された鈷

ておき

を常に紙に接触させ

動機を同轄させながら重錘を落下させた｡かく

しで方眼紙上に､時間岬行程曲線が措かれる｡これから

図式微分法により時間-▼速度曲線を求め､更にその後分

値をとって減速度を求めた｡

①油匪綬衝帯の設計･こ嘗って､かごの重量を2000kg

積載重量を1000kgとした｡よって減速皮試験に於ては

最小2028kg,最大29gOkg,最大の110%3300kgの

3種の荷重により試瞼を行った｡

㊤かごの選定を90m/miI-として設計したため､調速

磯の作働速度は
90些や申

60
→×1.4=2.1m′･′sec となる

1
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第2表 油歴綬街器械速度試験計窒表
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第5囲･使用曲の特定

Fig.5 Viscosity of Oilused.

から(90m/millの定

格速度に対しては､許

容された過速度ほ40%

である)ヽ(8)式によ

り落下距離を算出し､

ぶ=224mm.0.51ぶ=

114mmを採用した｡

油の粘度が緩衝器の性

育削こ及ぼす影響を調べ

るために､航茎作働泊

篤1種絶縁油､No.

恕
つ
＼
さ
∴
鳩
嘲
て
∵
十
K
¶

固66
乳質Fi
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140タービン油の3種の油を用いて試険を行った｡第5

圃にそれ等3種類の泊のレッドウッド粘度を示す｡

[ⅤⅠ]賛験の結果

1)減速皮試験

第2表洗重度試験計苦衷に京Lたように､3種の重量

2橿の落下距離につき計6種の試験をそれぞれ3桂の油

について行い､合計18種類の試験を行った｡何れの場

合も独温及び室温は殆ど同じで17DC～18｡Cの範囲内で

試験を終了することが出来た｡落下重畳がプランヂャ上

矧こ衝突し､その降下が始まって0,02sec～0.04sec経

過した後､プランヂャと蓋との間際から油が噴割如こな

って噴出し初めるのを めたが､これはピストンの降下

中はずつと持槙L､降下が終ってからもなお1.5sec～

2･Osec の問は引頼き噴出するのが

がブランヂャ¢頂部に

められた｡叉重錘

した瞬間にはピストンにほゞ預

定Lた速度が俸えられ､直ちに緩衝作用が開始され時間

の経過と共に l の持つエネルギは緩衝器によって

吸収され降下速度が減少して遂に行程の最終に於て静止

すると言うことが判った｡

第6臥第7臥第8園はそれぞれNo.140タ_ビ

ン油､第1程絶縁油､航室作励油についてヽ落下距離を

何れも224mm一定とし､重量をバロメータとしたピ

ストンの時間速度のグラフである｡これはクロノグラフ

に書か建た時間【行程曲線から固式微分法iこよって求め

､､､

暗 闇 占eC.

β㈲

[時間一連戯 曲繰 No･140タービン渦 落下距離224mIn 落下委貴 国示
Time-VelocityCurve No･140Turbine OilDropI)istance224mm

Weight Shown on the Chart.
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俸7固【時間一連蕊]曲線 俸1種絶縁油

落下距瀾巨 224mm 落下重畳 囲示

Fig.7 Time-VelocityCurveNo.1Insulatior1

0ilDrop Distance 224mmiWeight

Shown on the Chart.

亘
-
‥

∵､

算8固[時間一速乾】曲線 航空作働油

落下距離 224Ⅱlm 落下重畳 図示

Fig.8 Time-Velocity Curve Aeroplane BufEer

OilDrop Distance224mm WeightShown

on tbe Cbart.
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第10固[時間一速眞】曲線 落下重畳調90kg

落下距離 224mIn 油種 固示

Fig.10 Time疇Velocity CurveWeight2990kg

Drop DistanCe224mm Kindof OiI

Shown on the Chart.

J.､ヲ

時 間 JeC.

第11固【時間一連党】勘繰 落下重畳3300kg

落下距離 224mln 油韓 国示

Fig.11TimeqVelocity CurveWeight3000kgDrop

Distance224mm Xind of OilShown on

the Chart.

､.ご

時 間 占タ〔

β〟 ∴-

葬9固[時間一速度】曲線

落下重量2028kg

落下距離224mm

盲由種.固示

Fig.9 Time-Velocity Curv

Weight2028kg Drop･

Distance224mmXind

of OilSbown on tbe

Cbart.

ヽ



エレベータ用油歴綬衝器について

一▲

第12固[時間一速匿]曲線 航空作働油

落下重量 2990kg 落下距離 固示

Fig.12 Time-Velocity Curve Aeroplane Buf‡er

OilWeight2990kgDropDistanceShown

On the Chart.
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第13固[時間一減速度]曲線 落下重量2990kg

落下歴巨l牲 224mm 油構 図示

Fig･13 Time-Retardation Curve Weight2990kg

I)ropDistance224mmXindofOilShown

Onthe Charr.

第3表 油歴按衝器を働かせた場合の

最大減速度解析結果

第4表

149

油洩れ 陰措果

航空作働油

第一種緯線油

No.140

タービン油
0.3 1.8

たものである｡又これ等の結果を同一重畳毎にまとめ､

油の精度をパラメータにとれば第9臥第一O臥馬丁l

園のようiこなる｡次に航冬作働油につき2990kgの重量

を落下させて行った試験につき 下足巨離をパラメータと

して時間一連度曲旗を措けば第12圏のようになる｡

次にヽ時間一連皮曲線を囲式微分して､時間←減速皮

曲旗を措けば第13圏に示すようになる｡巨ロち､重錘が

プランヂャに接悔し初めた瞬間に於て最大の減速度を示

しヽその後急速に減少し､零を経て蓬に加速に欒じ0.05

砂位を経過した時i･こほ最大の加速度を元t､次で再び減

速に欒り0･08砂附近で異常過渡現象ほ同復して､いよ

いよ本格的な減速度 域に入る｡その後ほゆるやかな曲

綴を描く｡従って減速虔の最大値はプランヂャに按親し

初めた瞬間にあるが､その値を各ミの場合につき比較す

れば第3表の様になる｡

2,)油洩カ･t試験

ピストンの下降に従って緩衝器内の琶豊積は減少するた

め､外筒内の寒気が蓋とプランヂャの間際から漏洩する

が､その際噴霧状の油が幾分寒気に混って筒外へ逃げる｡

オイルゲrヂに示された油量の減少は油の種類に依り葺

があるが､前述のセーフティコードに親是せられた方法

によって賓放した結果は第4表のようになる｡

3_)泡立ち試験

今回設備した賓験装置でほ起重機を以て重錘を吊上げ

た関係上セーフティコードに親壱せる1分間隔をおいて

貿鹸を繰返すことが不可能であったため太試険ほ行うこ

とが出来なかったが､泡立ちほ多少認められる程度であ

ったから大迫娩窟に合格出来るものと思う｡

4)プランヂャ 復路試険

重錘な吊上げるのに起重機を用いたが､その吊上げ速
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皮がプランヂャ復原速度より遅いために復慮時間そのも

のは測定することが出来なかった｡しかし吊上げ速皮を

測定Lた虞7砂であったから､従ってプランヂャ復蹄時

問は7砂以下であると言うことが確 された｡

5)プランヂャ横方向の遊び測定

室測値 0.095mInセーフティ
コードに裁定された

許容量1.8mm

以上の試陵を全部終了したが､油匪緩衝器のどの部分

も何等の歪を起すことがなくヽ叉損傷を受けることもな

かった｡

[ⅤⅠⅠ]結果の検討

1)域速度試険

18同行った試験の何れの場合にもl重錘がプランヂャ

に按親した瞬間に速度が減少し初めるが､或る時間を経

過したる後に一旦加速されて速度の上昇を見ヽ しかる攻

に順調な淑速が行われて停止するに至る｡そのため減速

皮一時間 曲線は第13周に見る様に､0.02sec から

0.06secの間に亙り加速が行われる｡この異常な過渡現

象は以下の様な理由で起ると考える｡即ち､緩衝器に落

下重量が接親して､ピストンが下降を初めると､その院

聞に内筒内の泊ほ噴萄状 油てつなと を通り､猛烈に外

箇内へ噴出し､一時的にその嘉匪が上昇するために内筒

内の泊の噴出が次の瞬間一時的に阻止される｡そのため

ピストン下面に張医を受け急激に減速する｡外筒内の気

障が或る隠こ迄上昇すると､それ迄ほプランヂャと蓋の

問の気密が保たれて内気の

気密が破れて

洩がなかったものが､急に

洩し内陸が急激に減少する｡そのため内

筒内の油の噴出が促進されてピストンは除問加速され､

内外気魔の差が或る定常状態に達すると､漸く太格的な

演速が行われるものであると推察せられる｡第6,7,8

圏第3表より､油の種類笹関係なく､同一落下距離の

場合落下重畳が大である程停止するに至る蓬の時間は短

い｡依って拭速度は大となる｡又時間一連琵 曲線に見

る過渡的な凹凸現象も重量の大きい程大きく現われてい

る｡

同一重量を異る高さから落下させた場合は第12固に

見る様に停止する迄の時間ほ初速度の大である方が短く

従って最大滅速度は大きい｡

油の種顆を襲えた場合には第9,10,‖同位元してる

様に何れの重量の場合も粘度の高いNo.140タービン

油に於て最も長時間に亙ってエネルギを吸収する｡従つ

て平均減速度も小さい｡

最大減速皮については第3表に京す通りで､油の粘度

の高いもの程最大拭速度が大きい｡又他の條件が同一で

あれば､重畳の大なる程､又落下距離が大なる程ヽ この

値が大とたる｡｢アメリカンスタンダードセーフティコー

ド｣に従えば今岡の試験でほ落下重量2028kg,2990kg

の試験に於て1/25秒以上に亙る撰述圧が2･5gを超え

てほならないことを規定している｡第3表の 果は日立

エレベータ用油匿緩衝器がこの瀧定に合格することを示

Lている｡

2)油洩れ試験

第4表に示す様にピストン行程1ft(300mm)に封し

て許容 洩量を換算すれば1.8皿m となり何れもセー

フティコrドに合格する範囲内に入っていろ｡

3)プランヂャ復霹試験

4)プランヂャ横方向遊び測定

3),4)についてはセーフティコードに合格するに充分

果であると言えろ｡

[ⅤⅠⅠⅠ]結 言

目立エレベータ用油匪緩衝器はアメリカン㌧セーフティ

=▲-一ドに合格出来る様に設計ヽ たものであるが

今岡工場内に試験装置を設けて厳重且つ詳細な試験を行

ー⊃た 果優秀な性能を持っていることが確 された｡

特に最も重要なる拭速度試鎗に於てはその最大値が､

2.19gを示すに過ぎザ､又油洩れ畳も僅少であって充分

｢アメリカンセーフティコード｣に合格することが判つ

た｡依って日立エレべ-∵ダは他の 秀な安全装置の完備

と相侠って一暦その安全性と信績性とを高めることが出

来るものと確信する｡

なお､太報告に雷り泊匿綬荏ほ詮の製作並びに試験の弊

(以下第33頁へ結く)

ヽ




